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新規難燃性低気化熱希釈剤を用いた MA 分離プロセス構築のため、高レベル廃液中を想定し、電解還元に

よる Np の価数調整と DGA による抽出試験を実施した。 
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1. 緒言 新規難燃性低気化熱希釈剤と DGA 抽出剤を用いた高レベル廃液からの MA 分離を検討している。

Am のみならず Np も分離が可能になれば、廃棄体の長期放射性毒性の低減につながる。溶液中で最安定の 5
価の NpO2+は活性が低く、効率的に抽出できる抽出剤が報告されていない。そこで表面電荷密度が大きい Np4+

に還元することで、3 価のアクチノイドと共に DGA で分離することとした。シリーズ発表(3)で報告した U4+, 
UO22+での予備試験をベースとし、Np の電解還元と抽出実験を実施した。 
 2. 実験条件 実験は施設利用共同研究により、東北

大学金属材料研究所国際共同センターで実施した。バ

グアウトした Np ストック溶液は 1mol/L 硝酸を用い

て 8 mmol/L に調製した。これに価数安定剤としてヒ

ドラジン(N2H4)を添加したものを白金とカーボン電極

を用いて定電流 20mA で還元した。Np の価数は UV-
Vis Spectrometer (Lambda750, PerkinElmer)で確認した。

有機相には希釈剤として n-ドデカン(n-DD)、ハイドロ

フルオロカーボン(HFC)を用いた。典型的な実験条件

を表 1 に示した。各濃度の硝酸で予備抽出平衡をとった有機相に等体積の水相を添加し、1 時間振とうした

後に遠心分離した。採取した水相は希釈し、トリプル四重極 ICP-MS (8900, Agilent)で Np の定量を行った。 
3. 結果と考察 電解還元前後の Np 溶液の UV-Vis-NIR スペクトルにより、NpO2+由来の吸収が消失し、Np4+由
来の吸収が立ち上がり、良好に価数調整されることを確認した(図 1)。価数安定性については、U と同様に冷

暗所での保管により 1 か月後でも 4 価が維持されることを確認した。次に、抽出試験結果を図 2 に示した。

DD と HFC のいずれの溶媒でも分配比の序列は Np4+>Np5+となり、電解還元からの抽出分離の成立性が確認

された。 
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図 1 Npの電解還元によるUVスペクトルの変化 図 2 Npの分配比に及ぼす酸濃度と溶媒の影響 
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